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国語科 事例２
キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価、ＩＣＴの活用

単元名
投書を書こう

～多様な読み手を想定して
文章全体を整える

内容のまとまり
第３学年
〔知識及び技能〕
(2)情報の扱い方に関する事項
〔思考力、判断力、表現力等〕B「書くこと」
(2)ア１ 単元の目標

(1)具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。
(2)目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を整えることが
できる。
(3)言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文
化に関わり，思いや考えを伝え合おうとする。
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２ 本単元における言語活動

関心のある事柄について，投書を書く。

（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(2)
ア）
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※作成手順は「令和２年度 全県教育課程説明会 国語科部会（中
学校）」を参考にしてください。
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３ 単元の評価規準



４ 指導と評価の計画(４時間)
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４ 指導と評価の計画(４時間)
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４ 指導と評価の計画(４時間)



本単元では，目的や意図に応じた表現になっているかを確かめて，文章全体を
整える力を身に付けさせることに重点を置いているので，文章全体を俯瞰し，
多様な読み手に対して自分の考えが分かりやすく伝わる表現に文章を整えよう
とする過程で，特に粘り強さを発揮させたいと考えた。また，文章の構成や表現
の仕方等について今まで学習したことを生かして自分の考えを投書に書く活動
の中で，自らの学習の進め方を調整できるようにしたいと考えた。

そこで，主体的に学習に取り組む態度の評価規準を「進んで文章全体を整え，
今までの学習を生かして自分の考えを投書に書こうとしている。」と設定し，「お
おむね満足できる」状況（Ｂ）の例を，以下の【キーワード】によって具体的に想
定した。

【キーワード】多様な読み手に自分の考えが分かりやすく伝わる表現の検討
第３編
事例２

５ 観点別学習状況の評価の進め方
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実際に評価する場面では，
表現を整えられたかどうか
を見取るのではなく，自分
の下書きを読み直して試行
錯誤しながら表現を整えよ
うとしているかどうかを見取
り，必要に応じて生徒への
指導を行って学習の改善を
促したいと考えた。そこで，
第３時に下書きの文章の構
成や表現の仕方を確かめ
る際に，生徒がワープロソ
フトのコメント機能を用いて
いる様子や書いている内容
を【キーワード】により評価
し，必要に応じて指導を
行った。その後，下書き原
稿を印刷して提出させ，そ
れを【キーワード】によって
評価した。

５ 観点別学習状況の評価の進め方



コメント［Ｐ１］で，投書の
読み手は様々な立場に
あったり多様な考えをもっ
ていたりすることを想定し，
書き出しでは自分の考え
を示すのではなく，具体
的な体験を述べることで
自分の考えが分かりやす
く伝わる表現にしようとし
ている。

また，コメント［Ｐ２］，「Ｐ
３」は他の生徒からの指
摘である。それらを踏ま
えて，コメント［Ｐ４］では，
資料を適切に引用するこ
とで読み手に対する説得
力を高めようとしている。
これらのことから，【キー
ワード】に該当すると判断
した。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方
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５ 観点別学習状況の評価の進め方



そこで，生徒Ｑに対して，「あなたの決意を書くように修正しようとしているけれど，あなたは，新聞の
投書で自分の個人的な決意を伝えたいのですか。それとも，何か世の中の人に行動してほしいこと
があって，この投書を書こうと思ったのですか。あなたの目的に応じた修正の仕方になっているかど
うかを見直してみましょう。」と助言した。
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【生徒Ｑがコメントを書き
込んだ下書きの例①】は，
推敲する際に教師に助言
を求めてきた生徒の例で
ある。生徒Ｑは，マナーを
守る人が増えていけば，
みんなが気持ちよく過ご
せる世の中になっていく
はずだと考えていた。しか
し，下書きに入力したコメ
ントは，自分の考えを多
様な読み手に分かりやす
く伝える表現を検討する
ものとはなっていなかった。

５ 観点別学習状況の評価の進め方



５ 観点別学習状況の評価の進め方

その結果，次の【生徒Ｑ
がコメントを書き込んだ
下書きの例②】のように
改善された。【生徒Ｑが
コメントを書き込んだ下
書きの例②】では，コメ
ント［Ｑ１］で，読み手が
文章の冒頭から共感し
ながら読むことができる
ように，文章の構成を修
正しようとしている。また，
コメント［Ｑ２］で，自分の
考えが読み手に分かり
やすく伝わるように，結
びの一文を修正しようと
している。これらのこと
から，【キーワード】に該
当すると判断し，「おお
むね満足できる」状況
（Ｂ）とした。
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